
製品の高付加価値化には
高度な実践技術を有する人材が必要です。

【厚生労働省所管】千葉職業能力開発短期大学校 成田キャンパス
〒286-0045  千葉県成田市並木町221-20
TEL:0476-22-4351   FAX:0476-22-4347
URL: https://www3.jeed.go.jp/chiba/college/company/semina/

生産技術分野
2024年度後期開催 4コース

企業（社員）のニーズ 能力開発セミナーの種類

・ 成功事例から学ぶ品質の維持と
向上 （N15）

生産性向上に向けた品質
改善の手法を学びたい

公的助成金、補助金の利用が可能な場合があります。詳細は所轄の機関にご相談ください。

〇「人材開発支援助成金（特定訓練コース）」厚生労働省・都道府県労働局
〇「千葉市中小企業人材育成研修費補助金」千葉市役所 雇用推進課

機械設計・機械保全に
関する専門的な知識及び
技能・技術を学びたい

生産現場における問題
解決の手法を学びたい

・ 2次元CADによる機械製図技術
(N02-2)

・ 生産現場の機械保全技術
（N13)

・ なぜなぜ分析による製造現場の
問題解決 (N14)



日　　程 場　　所

2024年11月26日(火）、27日(水) 成田キャンパス 10 名 8,500

■ 機械要素（ボルト・ナット）に関する保全

■ 伝達系機械要素
（転がり軸受、歯車等、Vベルト、チェーンの保存）

■ 密封装置

持 参 品 他 筆記用具、作業服(上)、作業帽

日 数 2日間(12時間)

時 間 9：30～16：20（6時間／日）

使 用 機 器 作業工具一式、振動測定装置一式、回転装置一式

生産機械に用いられる伝動装置に関して、未然にトラブルを防ぐための日常点検に不可欠な、機械の

正常な状態の把握、早期に異常を発見するための定量的な評価方法を習得します。

生産現場の機械保全技術

コ ー ス 番 号 定 員 受 講 料

N13 円(税込）

講習内容

主な内容

機械保全

日　　程 場　　所

2024年10月22日(火)、23日(水) 成田キャンパス 15 名 8,000 円(税込)

■ 2次元CADの概要、操作

■ 機械製図の概要

■ 作図機能、編集機能

■ 図面出力

■ 課題演習とまとめ

持 参 品 他 筆記用具

機械設計における２次元CADの活用による効率化と生産性の向上をめざして、図面の作図方法、

ＣＡＤを使用する場合の環境の構築、効率的使用方法について習得します。

日 数 2日間(12時間)

時 間 9：30～16：20（6時間／日）

使 用 機 器 2次元CAD（AutoCAD2023）

２次元ＣＡＤによる機械製図技術

コ ー ス 番 号 定 員 受 講 料

N02-2

講習内容

主な内容

機械設計/機械製図

申込締切

10月１５日

申込締切

１１月１２日



日　　程 場　　所

2024年11月13日(水)、14日(木) 成田キャンパス 15 人 11,000

■ 効果的な問題解決
・効果的・効率的な問題解決とは（問題解決思考と論理、体系的思考と暗算的思考）　
・演習、情報整理と仕分け

■ なぜなぜ分析の進め方
・効率的な問題解決の進め方（なぜなぜ分析のポイント、問題解決に役立つツールと
   使い方、問題の定量化、論理の精査とIsnotによる真因検証、対処と解決）
・演習、真因追及と検証

■ 総合演習
・なぜなぜ分析で製造現場の問題解決　　
・事例読込み（事例：製品組立工程におけるネジ締結不良）
・問題の抽出と真因追及   ・真因検証と解決策の策定　
・解決策の評価　・発表と講師講評

■ まとめ

持 参 品 他 　筆記用具、ノート

工程管理／技術管理の生産性の向上をめざして、効率的、適正化、最適化（改善）、安全性向上に

向けた事象の論理的つながりを軸に効率的かつ効果的な問題解決手法の実践を通して、製造現場の

問題を解決する能力を習得します。

日 数 　2日間(12時間)

時 間 　9：30～16：20（6時間／日）

使 用 機 器 　プロジェクター、パソコン、組立実習用製品、分解組立用工具

なぜなぜ分析による製造現場の問題解決

コ ー ス 番 号 定 員 受 講 料

N14 円(税込）

講習内容

主な内容

工程管理/技術管理

日　　程 場　　所

2024年12月18日(水)、19日(木) 成田キャンパス 15 人 11,000

■ 品質概論
・買手の要求に合った品質とは　　・品質管理と品質改善　
・設計品質・製造品質 　  　　　　・品質検査の方法と特徴

■ 品質管理の取り組み
・定量的な分析と定性的な分析（ＱＣ７つ道具、新ＱＣ７つ道具）
・製造段階、開発設計段階、商品企画段階での質向上
・固有技術を踏まえた側からの品質管理のあり方

■ 品質管理演習
・モノづくりゲーム　　・不具合要因の洗い出し（ＱＣ７つ道具、新ＱＣ７つ道具）
・品質向上策の検討　　モノづくりのやりなおし　

■ 事例と演習から学ぶ品質向上
・経営面の効果・現場の効果　　・顧客の効果　　・ケース事例と問題抽出・改善検討

■ まとめ

持 参 品 他 　筆記用具、ノート

品質管理の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）、安全性向上に向けた品質

改善のための手法の理解を通じて、品質管理の重要性と有用性を習得します。

日 数 　2日間(12時間)

時 間 　9：30～16：20（6時間／日）

使 用 機 器 　プロジェクター、パソコン、ホワイトボード、模造紙、付箋、マーカー、工作機械

成功事例から学ぶ品質の維持と向上

コ ー ス 番 号 定 員 受 講 料

N15 円(税込）

講習内容

主な内容

品質管理

申込締切

１０月３０日

申込締切

１２月４日




